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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
一般式（１）で示されるアントラセン骨格を有する化合物、ベンゾフェノン骨格を有する
化合物及びラジカル重合性化合物、を含む光重合性組成物。但し、アントラセン骨格を有
する化合物の使用量はラジカル重合性化合物に対して０．０１重量％以上２０重量％以下
の範囲であり、ベンゾフェノン骨格を有する化合物の使用量は、ラジカル重合性化合物に
対して０．０１重量％以上２０重量％以下の範囲である。
【化１】
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（一般式（１）において、Ｒ１及びＲ２はそれぞれ炭素数６から２０のアリール基、炭素
数１から２０のアルキル基を有するアルキルカルボニル基、炭素数６から２０のアリール
基を有するアリールカルボニル基、炭素数１から２０のアルキル基を有するアルキルオキ
シカルボニル基又は炭素数６から２０のアリール基を有するアリールオキシカルボニル基
を示し、Ｒ１、Ｒ２は同一であっても異なっていてもよい。また、Ｘ、Ｙは水素原子又は
炭素数１から８のアルキル基を示し、Ｘ、Ｙは同一であっても異なっていてもよい。）
 
【請求項２】
ベンゾフェノン骨格を有する化合物が一般式（２）で表されるベンゾフェノン骨格を有す
る化合物であることを特徴とする、請求項１に記載の光重合性組成物。
【化２】

（一般式（２）において、Ｒ３～Ｒ１２はそれぞれ独立に水素原子、アルキル基、アルコ
キシ基、アシル基、アシルオキシ基、アリール基、アリールオキシ基、水酸基、カルボキ
シル基、スルホン酸基、アルキルチオ基、アリールチオ基、アミノ基、ハロゲン原子、ビ
ニル基を表す。Ｒ３～Ｒ１２はそれぞれ同一であっても異なっていてもよい。また芳香環
の炭素原子を介して隣り合う２つの置換基が互いに結合し、該炭素原子と共に環構造を形
成してもよい。さらに、Ｒ７とＲ８が互いに直接又は酸素原子を介して結合し、該炭素原
子と共に環構造を形成してもよい。）
【請求項３】
さらに水素供与性化合物を含む、請求項１又は２に記載の光重合性組成物。
【請求項４】
水素供与性化合物が分子内にアミノ基、水酸基、エーテル結合、メルカプト基から選ばれ
る少なくとも一つの官能基を有する化合物であることを特徴とする、請求項３に記載の光
重合性組成物。
【請求項５】
さらにベンゾフェノン骨格を有する化合物及びアントラセン骨格を有する化合物以外の光
ラジカル重合開始剤を含む、請求項１乃至４のいずれか一項に記載の光重合性組成物。
【請求項６】
光ラジカル重合開始剤が光照射により分子が開裂してラジカルを発生するような化合物で
あることを特徴とする、請求項５に記載の光重合性組成物。
【請求項７】
ラジカル重合性化合物が少なくとも一つのエチレン性不飽和結合を有する化合物であるこ
とを特徴とする、請求項１乃至６のいずれか一項に記載の光重合性組成物。
【請求項８】
請求項１乃至７のいずれか１項に記載の光重合性組成物にエネルギー線を照射することに
よる硬化物の製造方法。
【請求項９】
照射するエネルギー線が３００ｎｍ～５００ｎｍの波長範囲の光を含有することを特徴と
する、請求項８に記載の硬化物の製造方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光重合性組成物に関し、特に特定のアントラセン骨格を有する化合物とベン
ゾフェノン又はベンゾフェノン骨格を有する化合物を含む光重合性組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　活性エネルギー線で重合、硬化する活性エネルギー線重合性組成物、特に紫外線や可視
光を照射することによって重合、硬化が生ずるいわゆる光重合性組成物はコーティング、
インキ、電子材料等の分野で広く用いられている。この紫外線や可視光を含む活性エネル
ギー線で硬化させる技術は、例えば木工用塗料、金属等のコーティング材、スクリーン印
刷やオフセット印刷用インキ、インクジェットプリンター用インク、電子基板に用いられ
るドライフィルムレジスト、また、ホログラム材料、封止剤、ハードコート剤、オーバー
コート剤、レンズやレンズシート等の光学素子、光学材料、光造形用樹脂、粘着・接着剤
等さまざまな用途に用いられている。
【０００３】
そして、この光重合性組成物は、主に光重合性化合物と、エネルギー照射により光重合性
化合物の重合を開始させる光重合開始剤、そして多くの場合光重合開始剤を活性化する光
重合増感剤より構成されている。これらの中でもラジカル重合機構を用いて重合、硬化を
行う光ラジカル重合組成物は、ラジカル重合性化合物とラジカル重合開始剤からなり、そ
の組成選択の幅の広さ、硬化物の物性調整のしやすさ、重合性化合物の入手の容易性等か
ら工業的にも非常に幅広く用いられている。
【０００４】
ラジカル重合開始剤は、主に分子内開裂型と水素引抜き型に分類される。分子内開裂型の
ラジカル重合開始剤では、特定波長の光を吸収することで、特定の部位の結合が切断され
、その切断された部位にラジカルが発生し、それが重合開始剤となり重合性化合物の重合
が始まる。一方、水素引き抜き型の場合は、特定波長の光を吸収し励起状態になり、その
励起種が周囲にある水素供与体から水素引き抜き反応を起こし、その結果ラジカルが発生
し、そのラジカルが重合開始剤となり重合性化合物の重合が始まる。
【０００５】
分子内開裂型ラジカル重合開始剤としては、アルキルフェノン、アシルホスフィンオキサ
イド、オキシムエステル等が知られている（特許文献１）。一方、水素引き抜き型ラジカ
ル重合開始剤としては、ベンゾフェノン又はベンゾフェノン骨格を有する化合物（ベンゾ
フェノン系光ラジカル重合開始剤）等が知られている（特許文献２）。
【０００６】
水素引き抜き型ラジカル重合開始剤であるベンゾフェノン骨格を有する化合物は、硬化物
の着色が抑制できる等の特徴を有するが、ベンゾフェノン骨格を有する化合物の光吸収域
が通常３６０ｎｍ付近程度までしかなく、比較的長波長の光で重合、硬化させようとする
と重合が進行しなかったり、十分でなかったりする場合があり、長波長光での硬化には不
適であるという課題があった。特に、最近多用されつつある３７０ｎｍ以上の照射波長を
有するＬＥＤ等を用いて重合、硬化を行った場合、重合物が得られなかったり、重合速度
が遅く硬化物の物性が十分でなかったりする等の問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開昭６３－１５０３０３号公報
【特許文献２】特開平７－３３８０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　本発明はベンゾフェノン骨格を有する化合物を光ラジカル重合開始剤として用いた場合
でも十分な重合速度が得られ、しかも着色の問題がない硬化物を得ることができる光重合
性組成物を提供することが目的である。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者らは上記課題解決に鑑み鋭意検討した結果、ベンゾフェノン系光ラジカル重合
開始剤とともに特定のアントラセン骨格を有する化合物をラジカル重合増感剤として共存
させた光重合性組成物を調製することにより長波長光を照射した場合でも十分な速度で重
合反応が進行し、さらに当該光重合性組成物を光重合した重合物の着色も抑制できる光重
合性組成物が得られることを見出し、本発明に至った。
【００１０】
　すなわち、本発明は以下に記載の骨子を要旨とするものである。
【００１１】
（発明１）下記一般式（１）で示されるアントラセン骨格を有する化合物、ベンゾフェノ
ン骨格を有する化合物、及びラジカル重合性化合物、を含む光重合性組成物。
【００１２】
【化１】

 
【００１３】
上記一般式（１）において、Ｒ１及びＲ２はそれぞれ炭素数１から２０のアルキル基、炭
素数６から２０のアリール基、炭素数１から２０のアルキル基を有するアルキルカルボニ
ル基、炭素数６から２０のアリール基を有するアリールカルボニル基、炭素数１から２０
のアルキル基を有するアルキルオキシカルボニル基又は炭素数６から２０のアリール基を
有するアリールオキシカルボニル基を示し、Ｒ１，Ｒ２は同一であっても異なっていても
よい。また、Ｘ、Ｙは水素原子又は炭素数１から８のアルキル基を示し、Ｘ、Ｙは同一で
あっても異なっていてもよい。
【００１４】
（発明２）ベンゾフェノン骨格を有する化合物が、一般式（２）で表される化合物である
ことを特徴とする発明１に記載の光重合性組成物。
【００１５】
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【化２】

 
【００１６】
一般式（２）において、Ｒ３～Ｒ１２はそれぞれ独立に水素原子、アルキル基、アルコキ
シ基、アシル基、アシルオキシ基、アリール基、アリールオキシ基、水酸基、カルボキシ
ル基、スルホン酸基、アルキルチオ基、アリールチオ基、アミノ基、ハロゲン原子、ビニ
ル基を表す。Ｒ３～Ｒ１２はそれぞれ同一であっても異なっていてもよい。また芳香環の
炭素原子を介して隣り合う２つの置換基が互いに結合し、該炭素原子と共に環構造を形成
してもよい。さらに、Ｒ７とＲ８が互いに直接又は酸素原子を介して結合し、該炭素原子
と共に環構造を形成してもよい。
【００１７】
（発明３）さらに水素供与性化合物を含む発明１又は２に記載の光重合性組成物。
【００１８】
（発明４）水素供与性化合物が、分子内にアミノ基、水酸基、エーテル結合、メルカプト
基から選ばれる少なくとも一つの官能基を有する化合物であることを特徴とする発明３に
記載の光重合性組成物。
【００１９】
（発明５）さらにベンゾフェノン骨格を有する化合物及びアントラセン骨格を有する化合
物以外の光ラジカル重合開始剤を含む発明１乃至４のいずれか一つに記載の光重合性組成
物。
【００２０】
（発明６）光ラジカル重合開始剤が、光照射により分子が開裂してラジカルを発生するよ
うな化合物であることを特徴とする発明５に記載の光重合性組成物。
【００２１】
（発明７）ラジカル重合性化合物が、少なくとも一つのエチレン性不飽和結合を有する化
合物であることを特徴とする発明１乃至６のいずれか一つに記載の光重合性組成物。
【００２２】
（発明８）発明１乃至７のいずれか一つに記載の光重合性組成物を重合することにより得
られる硬化物。
【００２３】
（発明９）発明１乃至７のいずれか一つに記載の光重合性組成物にエネルギー線を照射す
ることによる硬化物の製造方法。
【００２４】
（発明１０）照射するエネルギー線が３００ｎｍ～５００ｎｍの波長範囲の光を含有する
ことを特徴とする、発明９記載の硬化物の製造方法。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明の光重合性組成物は、広い波長範囲の光照射によって重合、硬化することが可能
である。特に３６５ｎｍ以上の長波長側の光照射によっても迅速な硬化が可能であり、さ
らにそれらの重合物、硬化物の着色を抑制することができる。
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【発明を実施するための形態】
【００２６】
（アントラセン骨格を有する化合物）
本発明におけるアントラセン骨格を有する化合物は、一般式（１）の構造を有する化合物
である。
【００２７】
【化３】

 
【００２８】
一般式（１）において、Ｒ１及びＲ２はそれぞれ炭素数１から２０のアルキル基、炭素数
６から２０のアリール基、炭素数１から２０のアルキル基を有するアルキルカルボニル基
、炭素数６から２０のアリール基を有するアリールカルボニル基、炭素数１から２０のア
ルキル基を有するアルキルオキシカルボニル基又は炭素数６から２０のアリール基を有す
るアリールオキシカルボニル基を示し、Ｒ１、Ｒ２は同一であっても異なっていてもよい
。また、Ｘ、Ｙは水素原子又は炭素数１から８のアルキル基を示し、Ｘ、Ｙは同一であっ
ても異なっていてもよい。
【００２９】
一般式（１）中、Ｒ１及びＲ２で表される炭素数１から２０のアルキル基としてはメチル
基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｉ－プロピル基、ｎ－ブチル基、ｉ－ブチル基、ｎ－ア
ミル基、ｉ－アミル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－ヘプチル基、ｎ－オクチル基、２－エチル
ヘキシル基、ｎ－ノニル基、ｎ－デシル基、ｎ－ウンデシル基、ｎ－ドデシル基、ｎ－ト
リデシル基、ｎ－テトラデシル基、ｎ－ペンタデシル基、ｎ－ヘキサデシル基、ｎ－ヘプ
タデシル基、ｎ－オクタデシル基、ｎ－ノナデシル基、ｎ－イコシル基、シクロヘキシル
基等の直鎖状、分枝鎖状又は環状のアルキル基を挙げることができる。炭素数６から２０
のアリール基としては置換基を有しても良いフェニル基、ナフチル基、アントラニル基等
が挙げられる。
【００３０】
一般式（１）中、Ｒ１及びＲ２で表される炭素数１から２０のアルキル基を有するアルキ
ルカルボニル基としては、アセチル基、プロピオニル基、ｎ－ブタノイル基、ｉｓｏ－ブ
タノイル基、ｎ－ペンタノイル基、ｎ－ヘキサノイル基、ｎ－ヘプタノイル基、ｎ－オク
タノイル基、２－エチルヘキサノイル基、ｎ－ノナノイル基、ｎ－デカノイル基、ｎ－ド
デカノイル基等が挙げられる。また、炭素数６から２０のアリール基を有するアリールカ
ルボニル基としては、ベンゾイル基、ナフトイル基等が挙げられる。
【００３１】
一般式（１）中、Ｒ１及びＲ２で表される炭素数１から２０のアルキル基を有するアルキ
ルオキシカルボニル基としては、メトキシカルボニル基、エトキシカルボニル基、ｎ－プ
ロピルオキシカルボニル基、イソプロピルオキシカルボニル基、ｎ－ブトキシカルボニル
基、ｉ－ブトキシカルボニル基、ｓｅｃ－ブトキシカルボニル基、ｔｅｒｔ－ブトキシカ
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ルボニル基、ｎ－ペンチルオキシカルボニル基、２，２－ジメチルプロピルオキシカルボ
ニル基、シクロペンチルオキシカルボニル基、ｎ－ヘキシルオキシカルボニル基、シクロ
ヘキシルオキシカルボニル基、ｎ－ヘプチルオキシカルボニル基、２－メチルペンチルオ
キシカルボニル基、ｎ－オクチルオキシカルボニル基、２－エチルヘキシルオキシカルボ
ニル基、ｎ－ノニルオキシカルボニル基、ｎ－デシルオキシカルボニル基、ｎ－ウンデシ
ルオキシカルボニル基、ｎ－ドデシルオキシカルボニル基、ｎ－トリデシルオキシカルボ
ニル基、ｎ－テトラデシルオキシカルボニル基、ｎ－ペンタデシルオキシカルボニル基、
ｎ－ヘキサデシルオキシカルボニル基、ｎ－ヘプタデシルオキシカルボニル基、ｎ－オク
タデシルオキシカルボニル基、ｎ－ノナデシルオキシカルボニル基、ｎ－イコシルオキシ
カルボニル基、シクロヘキシルオキシカルボニル基等の直鎖状、分枝鎖状又は環状のアル
キルオキシカルボニル基を挙げることができる。炭素数６から２０のアリール基を有する
アリールオキシカルボニル基としては、例えば、フェノキシカルボニル基、１－ナフチル
オキシカルボニル基、２－ナフチルオキシカルボニル基、３－フェナントリルオキシカル
ボニル基、２－アントリルオキシカルボニル基等を挙げることができる。
【００３２】
一般式（１）中、Ｘ及びＹで表される炭素数１から８のアルキル基としては、メチル基、
エチル基、ｎ－プロピル基、ｉ－プロピル基、ｎ－ブチル基、ｉ－ブチル基、ｎ－アミル
基、ｉ－アミル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－ヘプチル基、ｎ－オクチル基、２－エチルヘキ
シル基等が挙げられる。
【００３３】
一般式（１）で表される本発明のアントラセン骨格を有する化合物のうち、Ｒ１及びＲ２

がアルキル基又はアリール基である場合をアントラセン－９，１０－ジエーテル化合物と
称するが、それらの例としては次のようなものが挙げられる。
【００３４】
まず初めに、Ｘ、Ｙがともに水素原子である場合は、アントラセン－９，１０－ジメチル
エーテル、アントラセン－９，１０－ジエチルエーテル、アントラセン－９，１０－ジプ
ロピルエーテル、アントラセン－９，１０－ジブチルエーテル、アントラセン－９，１０
－ジアミルエーテル、アントラセン－９，１０－ジヘキシルエーテル、アントラセン－９
，１０－ジヘプチルエーテル、アントラセン－９，１０－ジオクチルエーテル、アントラ
セン－９，１０－ビス（２－エチルヘキシル）エーテル、アントラセン－９，１０－ジデ
シルエーテル、アントラセン－９，１０－ジドデシルエーテル、アントラセン９，１０－
ジフェニルエーテル、アントラセン９，１０－ジナフチルエーテル等が挙げられる。
【００３５】
次に、Ｘがアルキル基であり、Ｙが水素原子である場合の例としては、２－メチルアント
ラセン－９，１０－ジメチルエーテル、２－メチルアントラセン－９，１０－ジエチルエ
ーテル、２－メチルアントラセン－９，１０－ジプロピルエーテル、２－メチルアントラ
セン－９，１０－ジブチルエーテル、２－メチルアントラセン－９，１０－ジアミルエー
テル、２－メチルアントラセン－９，１０－ジヘキシルエーテル、２－メチルアントラセ
ン－９，１０－ジヘプチルエーテル、２－メチルアントラセン－９，１０－ジオクチルエ
ーテル、２－メチルアントラセン－９，１０－ビス（２－エチルヘキシル）エーテル、２
－メチルアントラセン－９，１０－ジデシルエーテル、２－メチルアントラセン－９，１
０－ジドデシルエーテル等が挙げられる。
【００３６】
　アントラセン－９，１０－ジエーテル化合物のその他の例としては、２－クロロアント
ラセン－９，１０－ジメチルエーテル、２－クロロアントラセン－９，１０－ジエチルエ
ーテル、２－クロロアントラセン－９，１０－ジプロピルエーテル、２－クロロアントラ
セン－９，１０－ジブチルエーテル、２－クロロアントラセン－９，１０－ジアミルエー
テル、２－クロロアントラセン－９，１０－ジヘキシルエーテル、２－クロロアントラセ
ン－９，１０－ジヘプチルエーテル、２－クロロアントラセン－９，１０－ジオクチルエ
ーテル、２－クロロアントラセン－９，１０－ビス（２－エチルヘキシル）エーテル、２
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－クロロアントラセン－９，１０－ジデシルエーテル、２－クロロアントラセン－９，１
０－ジドデシルエーテル等が挙げられる。
【００３７】
　アントラセン－９，１０－ジエーテル化合物のさらにその他の例としては、２－フェノ
キシアントラセン－９，１０－ジメチルエーテル、２－フェノキシアントラセン－９，１
０－ジエチルエーテル、２－フェノキシアントラセン－９，１０－ジプロピルエーテル、
２－フェノキシアントラセン－９，１０－ジブチルエーテル、２－フェノキシアントラセ
ン－９，１０－ジアミルエーテル、２－フェノキシアントラセン－９，１０－ジヘキシル
エーテル、２－フェノキシアントラセン－９，１０－ジヘプチルエーテル、２－フェノキ
シアントラセン－９，１０－ジオクチルエーテル、２－フェノキシアントラセン－９，１
０－ビス（２－エチルヘキシル）エーテル、２－フェノキシアントラセン－９，１０－ジ
デシルエーテル、２－フェノキシアントラセン－９，１０－ジドデシルエーテル等も挙げ
られる。
【００３８】
一般式（１）で表される本発明のアントラセン骨格を有する化合物のうちＲ１及びＲ２が
アルキルカルボニル基、アリールカルボニル基である場合を９，１０－ビス（置換アシル
オキシ）アントラセン化合物と称するがその例としては、次の化合物が挙げられる。
【００３９】
まず初めに、Ｘ、Ｙがともに水素原子である場合は、９，１０－ジアセチルオキシアント
ラセン、９，１０－ジプロピオニルオキシアントラセン、９，１０－ビス（ｎ－ブタノイ
ルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（ｉｓｏ－ブタノイルオキシ）アントラセン、
９，１０－ビス（ｎ－ペンタノイルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（ｎ－ヘキサ
ノイルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（ｎ－ヘプタノイルオキシ）アントラセン
、９，１０－ビス（ｎ－オクタノイルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（２－エチ
ルヘキサノイルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（ｎ－ノナノイルオキシ）アント
ラセン、９，１０－ビス（ｎ－デカノイルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（ｎ－
ドデカノイルオキシ）アントラセン等が挙げられる。
【００４０】
次に、Ｘがアルキル基であり、Ｙが水素原子である場合の例としては、１－メチル－９，
１０－ジアセチルオキシアントラセン、１－メチル－９，１０－ジプロピオニルオキシア
ントラセン、１－メチル－９，１０－ビス（ｎ－ブタノイルオキシ）アントラセン、１－
メチル－９，１０－ビス（ｉｓｏ－ブタノイルオキシ）アントラセン、１－メチル－９，
１０－ビス（ｎ－ヘキサノイルオキシ）アントラセン、１－メチル－９，１０－ビス（ｎ
－ヘプタノイルオキシ）アントラセン、１－メチル－９，１０－ビス（ｎ－オクタノイル
オキシ）アントラセン、１－メチル－９，１０－ビス（２－エチルヘキサノイルオキシ）
アントラセン、１－メチル－９，１０－ビス（ｎ－ノナノイルオキシ）アントラセン、１
－メチル－９，１０－ビス（ｎ－デカノイルオキシ）アントラセン、１－メチル－９，１
０－ビス（ｎ－ドデカノイルオキシ）アントラセン、２－メチル－９，１０－ジアセチル
オキシアントラセン、２－メチル－９，１０－ジプロピオニルオキシアントラセン、２－
メチル－９，１０－ビス（ｎ－ブタノイルオキシ）アントラセン、２－メチル－９，１０
－ビス（ｉｓｏ－ブタノイルオキシ）アントラセン、２－メチル－９，１０－ビス（ｎ－
ヘキサノイルオキシ）アントラセン、２－メチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘプタノイルオ
キシ）アントラセン、２－メチル－９，１０－ビス（ｎ－オクタノイルオキシ）アントラ
セン、２－メチル－９，１０－ビス（２－エチルヘキサノイルオキシ）アントラセン、２
－メチル－９，１０－ビス（ｎ－ノナノイルオキシ）アントラセン、２－メチル－９，１
０－ビス（ｎ－デカノイルオキシ）アントラセン、２－メチル－９，１０－ビス（ｎ－ド
デカノイルオキシ）アントラセン、１－エチル－９，１０－ジアセチルオキシアントラセ
ン、１－エチル－９，１０－ジプロピオニルオキシアントラセン、１－エチル－９，１０
－ビス（ｎ－ブタノイルオキシ）アントラセン、１－エチル－９，１０－ビス（ｉｓｏ－
ブタノイルオキシ）アントラセン、１－エチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘキサノイルオキ
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シ）アントラセン、１－エチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘプタノイルオキシ）アントラセ
ン、１－エチル－９，１０－ビス（ｎ－オクタノイルオキシ）アントラセン、１－エチル
－９，１０－ビス（２－エチルヘキサノイルオキシ）アントラセン、１－エチル－９，１
０－ビス（ｎ－ノナノイルオキシ）アントラセン、１－エチル－９，１０－ビス（ｎ－デ
カノイルオキシ）アントラセン、１－エチル－９，１０－ビス（ｎ－ドデカノイルオキシ
）アントラセン、２－エチル－９，１０－ジアセチルオキシアントラセン、２－エチル－
９，１０－ジプロピオニルオキシアントラセン、２－エチル－９，１０－ビス（ｎ－ブタ
ノイルオキシ）アントラセン、２－エチル－９，１０－ビス（ｉｓｏ－ブタノイルオキシ
）アントラセン、２－エチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘキサノイルオキシ）アントラセン
、２－エチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘプタノイルオキシ）アントラセン、２－エチル－
９，１０－ビス（ｎ－オクタノイルオキシ）アントラセン、２－エチル－９，１０－ビス
（２－エチルヘキサノイルオキシ）アントラセン、２－エチル－９，１０－ビス（ｎ－ノ
ナノイルオキシ）アントラセン、２－エチル－９，１０－ビス（ｎ－デカノイルオキシ）
アントラセン、２－エチル－９，１０－ビス（ｎ－ドデカノイルオキシ）アントラセン等
が挙げられる。
【００４１】
また、Ｘ、Ｙがともにアルキル基である場合の例としては、２，３－ジメチル－９，１０
－ジアセチルオキシアントラセン、２，３－ジメチル－９，１０－ジプロピオニルオキシ
アントラセン、２，３－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－ブタノイルオキシ）アントラセ
ン、２，３－ジメチル－９，１０－ビス（ｉｓｏ－ブタノイルオキシ）アントラセン、２
，３－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘキサノイルオキシ）アントラセン、２，３－ジ
メチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘプタノイルオキシ）アントラセン、２，３－ジメチル－
９，１０－ビス（ｎ－オクタノイルオキシ）アントラセン、２，３－ジメチル－９，１０
－ビス（２－エチルヘキサノイルオキシ）アントラセン、２，３－ジメチル－９，１０－
ビス（ｎ－ノナノイルオキシ）アントラセン、２，３－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－
デカノイルオキシ）アントラセン、２，３－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－ドデカノイ
ルオキシ）アントラセン、２，６－ジメチル－９，１０－ジアセチルオキシアントラセン
、２，６－ジメチル－９，１０－ジプロピオニルオキシアントラセン、２，６－ジメチル
－９，１０－ビス（ｎ－ブタノイルオキシ）アントラセン、２，６－ジメチル－９，１０
－ビス（ｉｓｏ－ブタノイルオキシ）アントラセン、２，６－ジメチル－９，１０－ビス
（ｎ－ヘキサノイルオキシ）アントラセン、２，６－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘ
プタノイルオキシ）アントラセン、２，６－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－オクタノイ
ルオキシ）アントラセン、２，６－ジメチル－９，１０－ビス（２－エチルヘキサノイル
オキシ）アントラセン、２，６－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－ノナノイルオキシ）ア
ントラセン、２，６－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－デカノイルオキシ）アントラセン
、２，６－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－ドデカノイルオキシ）アントラセン、２，７
－ジメチル－９，１０－ジアセチルオキシアントラセン、２，７－ジメチル－９，１０－
ジプロピオニルオキシアントラセン、２，７－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－ブタノイ
ルオキシ）アントラセン、２，７－ジメチル－９，１０－ビス（ｉｓｏ－ブタノイルオキ
シ）アントラセン、２，７－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘキサノイルオキシ）アン
トラセン、２，７－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘプタノイルオキシ）アントラセン
、２，７－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－オクタノイルオキシ）アントラセン、２，７
－ジメチル－９，１０－ビス（２－エチルヘキサノイルオキシ）アントラセン、２，７－
ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－ノナノイルオキシ）アントラセン、２，７－ジメチル－
９，１０－ビス（ｎ－デカノイルオキシ）アントラセン、２，７－ジメチル－９，１０－
ビス（ｎ－ドデカノイルオキシ）アントラセン等が挙げられる。
【００４２】
次に、一般式（１）で表される本発明のアントラセン骨格を有する化合物のうちＲ１及び
Ｒ２がアルキルオキシカルボニル基又はアリールオキシカルボニル基である場合を９，１
０－ビス（置換カルボニルオキシ）アントラセン化合物と称するがその例としては、次の
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化合物が挙げられる。
【００４３】
まず初めに、Ｘ及びＹがともに水素原子である場合の例としては、９，１０－ビス（メト
キシカルボニルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（エトキシカルボニルオキシ）ア
ントラセン、９，１０－ビス（ｎ－プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン、９，１
０－ビス（ｉ－プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（ｎ－ブト
キシカルボニルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（ｉ－ブトキシカルボニルオキシ
）アントラセン、９，１０－ビス（ｎ－ペンチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン
、９，１０－ビス（ｉ－ペンチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、９，１０－ビ
ス（ｎ－ヘキシルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（ｎ－ヘプチ
ルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（ｎ－オクチルオキシカルボ
ニルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（２－エチルヘキシルオキシカルボニルオキ
シ）アントラセン、９，１０－ビス（アリルオキシカルボニルオキシ）アントラセン等が
挙げられる。
【００４４】
次に、Ｘがアルキル基であり、Ｙが水素原子である場合の例としては、１－メチル－９，
１０－ビス（メトキシカルボニルオキシ）アントラセン、１－メチル－９，１０－ビス（
エトキシカルボニルオキシ）アントラセン、１－メチル－９，１０－ビス（ｎ－プロポキ
シカルボニルオキシ）アントラセン、１－メチル－９，１０－ビス（ｉ－プロポキシカル
ボニルオキシ）アントラセン、１－メチル－９，１０－ビス（ｎ－ブトキシカルボニルオ
キシ）アントラセン、１－メチル－９，１０－ビス（ｉ－ブトキシカルボニルオキシ）ア
ントラセン、１－メチル－９，１０－ビス（ｎ－ペンチルオキシカルボニルオキシ）アン
トラセン、１－メチル－９，１０－ビス（ｉ－ペンチルオキシカルボニルオキシ）アント
ラセン、１－メチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘキシルオキシカルボニルオキシ）アントラ
セン、１－メチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘプチルオキシカルボニルオキシ）アントラセ
ン、１－メチル－９，１０－ビス（ｎ－オクチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン
、１－メチル－９，１０－ビス（２－エチルヘキシルオキシカルボニルオキシ）アントラ
セン、１－メチル－９，１０－ビス（アリルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２
－メチル－９，１０－ビス（メトキシカルボニルオキシ）アントラセン、２－メチル－９
，１０－ビス（エトキシカルボニルオキシ）アントラセン、２－メチル－９，１０－ビス
（ｎ－プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン、２－メチル－９，１０－ビス（ｉ－
プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン、２－メチル－９，１０－ビス（ｎ－ブトキ
シカルボニルオキシ）アントラセン、２－メチル－９，１０－ビス（ｉ－ブトキシカルボ
ニルオキシ）アントラセン、２－メチル－９，１０－ビス（ｎ－ペンチルオキシカルボニ
ルオキシ）アントラセン、２－メチル－９，１０－ビス（ｉ－ペンチルオキシカルボニル
オキシ）アントラセン、２－メチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘキシルオキシカルボニルオ
キシ）アントラセン、２－メチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘプチルオキシカルボニルオキ
シ）アントラセン、２－メチル－９，１０－ビス（ｎ－オクチルオキシカルボニルオキシ
）アントラセン、２－メチル－９，１０－ビス（２－エチルヘキシルオキシカルボニルオ
キシ）アントラセン、２－メチル－９，１０－ビス（アリルオキシカルボニルオキシ）ア
ントラセン、１－エチル－９，１０－ビス（メトキシカルボニルオキシ）アントラセン、
１－エチル－９，１０－ビス（エトキシカルボニルオキシ）アントラセン、１－エチル－
９，１０－ビス（ｎ－プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン、１－エチル－９，１
０－ビス（ｉ－プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン、１－エチル－９，１０－ビ
ス（ｎ－ブトキシカルボニルオキシ）アントラセン、１－エチル－９，１０－ビス（ｉ－
ブトキシカルボニルオキシ）アントラセン、１－エチル－９，１０－ビス（ｎ－ペンチル
オキシカルボニルオキシ）アントラセン、１－エチル－９，１０－ビス（ｉ－ペンチルオ
キシカルボニルオキシ）アントラセン、１－エチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘキシルオキ
シカルボニルオキシ）アントラセン、１－エチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘプチルオキシ
カルボニルオキシ）アントラセン、１－エチル－９，１０－ビス（ｎ－オクチルオキシカ
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ルボニルオキシ）アントラセン、１－エチル－９，１０－ビス（２－エチルヘキシルオキ
シカルボニルオキシ）アントラセン、１－エチル－９，１０－ビス（アリルオキシカルボ
ニルオキシ）アントラセン、２－エチル－９，１０－ビス（メトキシカルボニルオキシ）
アントラセン、２－エチル－９，１０－ビス（エトキシカルボニルオキシ）アントラセン
、２－エチル－９，１０－ビス（ｎ－プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン、２－
エチル－９，１０－ビス（ｉ－プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン、２－エチル
－９，１０－ビス（ｎ－ブトキシカルボニルオキシ）アントラセン、２－エチル－９，１
０－ビス（ｉ－ブトキシカルボニルオキシ）アントラセン、２－エチル－９，１０－ビス
（ｎ－ペンチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２－エチル－９，１０－ビス（
ｉ－ペンチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２－エチル－９，１０－ビス（ｎ
－ヘキシルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２－エチル－９，１０－ビス（ｎ－
ヘプチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２－エチル－９，１０－ビス（ｎ－オ
クチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２－エチル－９，１０－ビス（２－エチ
ルヘキシルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２－エチル－９，１０－ビス（アリ
ルオキシカルボニルオキシ）アントラセン等が挙げられる。
【００４５】
そして、Ｘ及びＹがともにアルキル基である場合の例としては、２，３－ジメチル－９，
１０－ビス（メトキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，３－ジメチル－９，１０－
ビス（エトキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，３－ジメチル－９，１０－ビス（
ｎ－プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，３－ジメチル－９，１０－ビス（
ｉ－プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，３－ジメチル－９，１０－ビス（
ｎ－ブトキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，３－ジメチル－９，１０－ビス（ｉ
－ブトキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，３－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－
ペンチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，３－ジメチル－９，１０－ビス（
ｉ－ペンチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，３－ジメチル－９，１０－ビ
ス（ｎ－ヘキシルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，３－ジメチル－９，１０
－ビス（ｎ－ヘプチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，３－ジメチル－９，
１０－ビス（ｎ－オクチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，３－ジメチル－
９，１０－ビス（２－エチルヘキシルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，３－
ジメチル－９，１０－ビス（アリルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，６－ジ
メチル－９，１０－ビス（メトキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，６－ジメチル
－９，１０－ビス（エトキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，６－ジメチル－９，
１０－ビス（ｎ－プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，６－ジメチル－９，
１０－ビス（ｉ－プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，６－ジメチル－９，
１０－ビス（ｎ－ブトキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，６－ジメチル－９，１
０－ビス（ｉ－ブトキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，６－ジメチル－９，１０
－ビス（ｎ－ペンチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，６－ジメチル－９，
１０－ビス（ｉ－ペンチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，６－ジメチル－
９，１０－ビス（ｎ－ヘキシルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，６－ジメチ
ル－９，１０－ビス（ｎ－ヘプチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，６－ジ
メチル－９，１０－ビス（ｎ－オクチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，６
－ジメチル－９，１０－ビス（２－エチルヘキシルオキシカルボニルオキシ）アントラセ
ン、２，６－ジメチル－９，１０－ビス（アリルオキシカルボニルオキシ）アントラセン
、２，７－ジメチル－９，１０－ビス（メトキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，
７－ジメチル－９，１０－ビス（エトキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，７－ジ
メチル－９，１０－ビス（ｎ－プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，７－ジ
メチル－９，１０－ビス（ｉ－プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，７－ジ
メチル－９，１０－ビス（ｎ－ブトキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，７－ジメ
チル－９，１０－ビス（ｉ－ブトキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，７－ジメチ
ル－９，１０－ビス（ｎ－ペンチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，７－ジ
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メチル－９，１０－ビス（ｉ－ペンチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，７
－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘキシルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２
，７－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘプチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン
、２，７－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－オクチルオキシカルボニルオキシ）アントラ
セン、２，７－ジメチル－９，１０－ビス（２－エチルヘキシルオキシカルボニルオキシ
）アントラセン、２，７－ジメチル－９，１０－ビス（アリルオキシカルボニルオキシ）
アントラセン、１，５－ジメチル－９，１０－ビス（メトキシカルボニルオキシ）アント
ラセン、１，５－ジメチル－９，１０－ビス（エトキシカルボニルオキシ）アントラセン
、１，５－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン
、１，５－ジメチル－９，１０－ビス（ｉ－プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン
、１，５－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－ブトキシカルボニルオキシ）アントラセン、
１，５－ジメチル－９，１０－ビス（ｉ－ブトキシカルボニルオキシ）アントラセン、１
，５－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－ペンチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン
、１，５－ジメチル－９，１０－ビス（ｉ－ペンチルオキシカルボニルオキシ）アントラ
セン、１，５－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘキシルオキシカルボニルオキシ）アン
トラセン、１，５－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘプチルオキシカルボニルオキシ）
アントラセン、１，５－ジメチル－９，１０－ビス（ｎ－オクチルオキシカルボニルオキ
シ）アントラセン、１，５－ジメチル－９，１０－ビス（２－エチルヘキシルオキシカル
ボニルオキシ）アントラセン、１，５－ジメチル－９，１０－ビス（アリルオキシカルボ
ニルオキシ）アントラセン等が挙げられる。
【００４６】
さらには、２，３－ジエチル－９，１０－ビス（メトキシカルボニルオキシ）アントラセ
ン、２，３－ジエチル－９，１０－ビス（エトキシカルボニルオキシ）アントラセン、２
，３－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン、２
，３－ジエチル－９，１０－ビス（ｉ－プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン、２
，３－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－ブトキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，
３－ジエチル－９，１０－ビス（ｉ－ブトキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，３
－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－ペンチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２
，３－ジエチル－９，１０－ビス（ｉ－ペンチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン
、２，３－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘキシルオキシカルボニルオキシ）アントラ
セン、２，３－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘプチルオキシカルボニルオキシ）アン
トラセン、２，３－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－オクチルオキシカルボニルオキシ）
アントラセン、２，３－ジエチル－９，１０－ビス（２－エチルヘキシルオキシカルボニ
ルオキシ）アントラセン、２，３－ジエチル－９，１０－ビス（アリルオキシカルボニル
オキシ）アントラセン、２，６－ジエチル－９，１０－ビス（メトキシカルボニルオキシ
）アントラセン、２，６－ジエチル－９，１０－ビス（エトキシカルボニルオキシ）アン
トラセン、２，６－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－プロポキシカルボニルオキシ）アン
トラセン、２，６－ジエチル－９，１０－ビス（ｉ－プロポキシカルボニルオキシ）アン
トラセン、２，６－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－ブトキシカルボニルオキシ）アント
ラセン、２，６－ジエチル－９，１０－ビス（ｉ－ブトキシカルボニルオキシ）アントラ
セン、２，６－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－ペンチルオキシカルボニルオキシ）アン
トラセン、２，６－ジエチル－９，１０－ビス（ｉ－ペンチルオキシカルボニルオキシ）
アントラセン、２，６－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘキシルオキシカルボニルオキ
シ）アントラセン、２，６－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘプチルオキシカルボニル
オキシ）アントラセン、２，６－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－オクチルオキシカルボ
ニルオキシ）アントラセン、２，６－ジエチル－９，１０－ビス（２－エチルヘキシルオ
キシカルボニルオキシ）アントラセン、２，６－ジエチル－９，１０－ビス（アリルオキ
シカルボニルオキシ）アントラセン、２，７－ジエチル－９，１０－ビス（メトキシカル
ボニルオキシ）アントラセン、２，７－ジエチル－９，１０－ビス（エトキシカルボニル
オキシ）アントラセン、２，７－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－プロポキシカルボニル
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オキシ）アントラセン、２，７－ジエチル－９，１０－ビス（ｉ－プロポキシカルボニル
オキシ）アントラセン、２，７－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－ブトキシカルボニルオ
キシ）アントラセン、２，７－ジエチル－９，１０－ビス（ｉ－ブトキシカルボニルオキ
シ）アントラセン、２，７－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－ペンチルオキシカルボニル
オキシ）アントラセン、２，７－ジエチル－９，１０－ビス（ｉ－ペンチルオキシカルボ
ニルオキシ）アントラセン、２，７－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘキシルオキシカ
ルボニルオキシ）アントラセン、２，７－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘプチルオキ
シカルボニルオキシ）アントラセン、２，７－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－オクチル
オキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，７－ジエチル－９，１０－ビス（２－エチ
ルヘキシルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、２，７－ジエチル－９，１０－ビス
（アリルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、１，５－ジエチル－９，１０－ビス（
メトキシカルボニルオキシ）アントラセン、１，５－ジエチル－９，１０－ビス（エトキ
シカルボニルオキシ）アントラセン、１，５－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－プロポキ
シカルボニルオキシ）アントラセン、１，５－ジエチル－９，１０－ビス（ｉ－プロポキ
シカルボニルオキシ）アントラセン、１，５－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－ブトキシ
カルボニルオキシ）アントラセン、１，５－ジエチル－９，１０－ビス（ｉ－ブトキシカ
ルボニルオキシ）アントラセン、１，５－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－ペンチルオキ
シカルボニルオキシ）アントラセン、１，５－ジエチル－９，１０－ビス（ｉ－ペンチル
オキシカルボニルオキシ）アントラセン、１，５－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－ヘキ
シルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、１，５－ジエチル－９，１０－ビス（ｎ－
ヘプチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、１，５－ジエチル－９，１０－ビス（
ｎ－オクチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、１，５－ジエチル－９，１０－ビ
ス（２－エチルヘキシルオキシカルボニルオキシ）アントラセン、１，５－ジエチル－９
，１０－ビス（アリルオキシカルボニルオキシ）アントラセン等が挙げられる。
【００４７】
以上述べたアントラセン－９，１０－ジエーテル化合物、９，１０－ビス（置換アシルオ
キシ）アントラセン化合物及び９，１０－ビス（置換カルボニルオキシ）アントラセン化
合物の具体例の中でも、特に、合成の容易さと性能の高さから、アントラセン－９，１０
－ジメチルエーテル、アントラセン－９，１０－ジエチルエーテル、アントラセン－９，
１０－ジプロピルエーテル、アントラセン－９，１０－ジブチルエーテル、アントラセン
－９，１０－ジヘキシルエーテル、アントラセン－９，１０－ジヘプチルエーテル、アン
トラセン－９，１０－ジオクチルエーテル、９，１０－ジアセチルオキシアントラセン、
９，１０－ジプロピオニルオキシアントラセン、９，１０－ビス（ｎ－ブタノイルオキシ
）アントラセン、９，１０－ビス（ｎ－ヘキサノイルオキシ）アントラセン、９，１０－
ビス（ｎ－ヘプタノイルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（ｎ－オクタノイルオキ
シ）アントラセン、９，１０－ビス（２－エチルヘキサノイルオキシ）アントラセン、９
，１０－ビス（ｎ－ノナノイルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（メトキシカルボ
ニルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（エトキシカルボニルオキシ）アントラセン
、９，１０－ビス（ｎ－プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（
ｉ－プロポキシカルボニルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（ｎ－ブトキシカルボ
ニルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（ｉ－ブトキシカルボニルオキシ）アントラ
セン、９，１０－ビス（２－エチルヘキシルオキシカルボニルオキシ）アントラセンが好
ましく、溶媒やモノマーへの溶解性の点等からはアントラセン－９，１０－ジブチルエー
テル、アントラセン－９，１０－ジヘキシルエーテル、アントラセン－９，１０－ジヘプ
チルエーテル、アントラセン－９，１０－ジオクチルエーテル、９，１０－ビス（ｎ－ヘ
キサノイルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（ｎ－ヘプタノイルオキシ）アントラ
セン、９，１０－ビス（ｎ－オクタノイルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（２－
エチルヘキサノイルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（ｎ－ノナノイルオキシ）ア
ントラセン、９，１０－ビス（メトキシカルボニルオキシ）アントラセン、９，１０－ビ
ス（エトキシカルボニルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（ｎ－プロポキシカルボ
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ニルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（ｉ－プロポキシカルボニルオキシ）アント
ラセン、９，１０－ビス（ｎ－ブトキシカルボニルオキシ）アントラセン、９，１０－ビ
ス（ｉ－ブトキシカルボニルオキシ）アントラセン、９，１０－ビス（２－エチルヘキシ
ルオキシカルボニルオキシ）アントラセンがさらに好ましい。
【００４８】
　本発明におけるアントラセン骨格を有する化合物の使用量は本発明の光重合性組成物中
のラジカル重合性化合物に対して０．０１重量％以上２０重量％以下の範囲、好ましくは
０．１重量％以上１０重量％以下の範囲で用いられる。０．０１重量％未満の場合は重合
効率が十分に向上せず、２０重量％を超えて用いると光の透過率を妨げることになりやは
り重合効率が低下してしまう可能性がある。
【００４９】
（アントラセン骨格を有する化合物の製造法）
上記一般式（１）で表されるアントラセン骨格を有する化合物のうち、アントラセン－９
，１０－ジエーテル化合物は、例えば特開２００３-１０４９２５号公報に記載の方法で
製造することができる。すなわち、一般式（１）によって表されるアントラセン－９，１
０－ジエーテル化合物に対応する９，１０－ジヒドロキシアントラセン化合物にエーテル
化剤を作用させることにより得ることができる。
【００５０】
上記一般式（１）で表されるアントラセン骨格を有する化合物のうち、９，１０－ビス（
置換アシルオキシ）アントラセン化合物は、例えば特開２０１４-０１４４２号公報に記
載の方法で製造することができる。すなわち、一般式（１）によって表される９，１０－
ビス（置換アシルオキシ）アントラセン化合物に対応する９，１０－ジヒドロキシアント
ラセン化合物を塩基性化合物存在下、アシル化剤を作用させることにより得ることができ
る。
【００５１】
また、９，１０－ビス（置換カルボニルオキシ）アントラセン化合物は、例えば特開２０
１１-４２７４３号公報、特開２０１４-７０２０３号公報に記載のように、９，１０－ビ
ス（置換カルボニルオキシ）アントラセン化合物に対応する９，１０－ジヒドロキシアン
トラセン化合物を塩基性化合物存在下、炭酸エステル化剤を作用させることにより得るこ
とができる。
【００５２】
（ベンゾフェノン骨格を有する化合物）
本発明におけるベンゾフェノン骨格を有する化合物は、ベンゾフェノン骨格を有すれば特
に制限はない。そのような化合物の例としてたとえば一般式（２）に記したような化合物
があげられる。
【００５３】
【化４】

 
【００５４】
一般式（２）において、Ｒ３～Ｒ１２はそれぞれ独立に水素原子、アルキル基、アルコキ
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シ基、アシル基、アシルオキシ基、アリール基、アリールオキシ基、水酸基、カルボキシ
ル基、スルホン酸基、アルキルチオ基、アリールチオ基、アミノ基、ハロゲン原子、ビニ
ル基を表す。Ｒ３～Ｒ１２はそれぞれ同一であっても異なっていてもよい。また芳香環の
炭素原子を介して隣り合う２つの置換基が互いに結合し、該炭素原子と共に環構造を形成
してもよい。さらにまたＲ７とＲ８が互いに直接又は酸素原子を介して結合し、該炭素原
子と共に環構造を形成してもよい。
【００５５】
このような化合物の具体例としては、ベンゾフェノン、キサントン、フルオレノン、２，
４－ジクロロベンゾフェノン、２，４’－ジクロロベンゾフェノン、４，４’－ジクロロ
ベンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸、ｏ－ベンゾイル安息香酸メチル、４，４’－ビス
(ジメチルアミノ)ベンゾフェノン、４，４’－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン、
４－フェニルベンゾフェノン、４－メトキシベンゾフェノン、４－ヒドロキシベンゾフェ
ノン、４，４’－ジヒドロキシベンゾフェノン、４－ベンゾイル－４’－メチルジフェニ
ルスルフィド、３，３’－ジメチル－４－メトキシベンゾフェノン、４，４’－モルホリ
ノベンゾフェノン、３，３，４，４’－テトラ（ｔ－ブチルパーオキシカルボニル）ベン
ゾフェノン、２，４，６－トリメチルベンゾフェノン、４，４’－ジフェノキシベンゾフ
ェノン等が挙げられる。
【００５６】
　本発明におけるベンゾフェノン骨格を有する化合物の使用量は、本発明の光重合性組成
物中のラジカル重合性化合物に対して０．０１重量％以上２０重量％以下の範囲、好まし
くは０．１重量％以上１０重量％以下の範囲で用いられる。０．０１重量％未満だと重合
開始能が低下してしまい、２０重量％を超えて添加すると光吸収が大きすぎてしまいこの
場合も重合効率が低下する可能性がある。
【００５７】
（ラジカル重合性化合物）
本発明で用いられるラジカル重合性化合物は、分子中にラジカルと反応しうる官能基（ラ
ジカル重合性官能基）を有していれば特に限定されない。通常このような官能基としては
、（メタ）アクリル基、ビニル基等のエチレン性不飽和結合を有する官能基が挙げられ、
これらを有する化合物としては以下のようなものが挙げられる。ラジカル重合性官能基は
化合物中に少なくとも１つ含まれている必要があり、２以上含まれていても良い。
【００５８】
このような化合物の具体例としては、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アク
リレート、プロピル（メタ）アクリレート、ブチル(メタ)アクリレート、２－エチルヒド
ロキシ(メタ)アクリレート、２－ヒドロキシプロピル(メタ)アクリレート、２－エチルヘ
キシル(メタ)アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、テトラヒドロフルフリル
（メタ）アクリレート、カプロラクトン変性テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレー
ト、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、ジシクロペンタニル（メタ）アクリレート、
イソボルニル（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）
アクリレート、フェノキシエチル（メタ）アクリレート、フェノキシジエチレングリコー
ル（メタ）アクリレート、フェノキシテトラエチレングリコール（メタ）アクリレート、
フェノキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、ノニルフェノキシエチル（メ
タ）アクリレート、ノニルフェノキシテトラエチレングリコール（メタ）アクリレート、
メトキシジエチレングリコール（メタ）アクリレート、エトキシジエチレングリコール（
メタ）アクリレート、ブトキシエチル（メタ）アクリレート、ブトキシトリエチレングリ
コール（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシルポリエチレングリコール（メタ）アク
リレート、ノニルフェニルポリプロピレングリコール（メタ）アクリレート、メトキシジ
プロピレングリコール（メタ）アクリレート、グリシジル（メタ）アクリレート、グリセ
ロール（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、ポリプロ
ピレングリコール（メタ）アクリレート、エピクロロヒドリン変性ブチル（メタ）アクリ
レート、エピクロロヒドリン変性フェノキシ（メタ）アクリレート、エチレンオキサイド
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（ＥＯ）変性フタル酸（メタ）アクリレート、ＥＯ変性コハク酸（メタ）アクリレート、
カプロラクトン変性２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミ
ノエチル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレート、
モルホリノ（メタ）アクリレート、ＥＯ変性リン酸（メタ）アクリレート等が挙げられる
。イミド（メタ）アクリレート（製品名：Ｍ－１４０、東亞合成社製）のようなイミド基
を有する（メタ）アクリレート等の単官能（メタ）アクリレート類が挙げられる。
【００５９】
また、２，２－ビス（メタ）アクリロイルオキシフェニル）プロパン、２，２－ビス［４
－（３－（メタ）アクリロイルオキシ）－２－ヒドロキシプロポキシフェニル］プロパン
、２，２－ビス（４－（メタ）アクリロイルオキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（
４－（メタ）アクリロイルオキシポリエトキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（４－
（メタ）アクリロイルオキシジエトキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（４－（メタ
）アクリロイルオキシテトラエトキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（４－（メタ）
アクリロイルオキシペンタエトキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（４－（メタ）ア
クリロイルオキシジプロポキシフェニル）プロパン、２（４－（メタ）アクリロイルオキ
シジエトキシフェニル）－２（４－（メタ）アクリロイルオキシトリエトキシフェニル）
プロパン、２（４－（メタ）アクリロイルオキシジプロポキシフェニル）－２－（４－（
メタ）アクリロイルオキシトリエトキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（４－（メタ
）アクリロイルオキシプロポキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（４－（メタ）アク
リロイルオキシイソプロポキシフェニル）プロパン、エチレングリコールジメタクリレー
ト、ジエチレングリコールジメタクリレート、トリエチレングリコールジ（メタ）アクリ
レート、テトラエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジ
（メタ）アクリレート、１，３－ブタンジオールジ（メタ）アクリレート、１，４－ブタ
ンジオールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート
及びこれらのメタクリレートに対応するアクリレート、１，２－ビス（３－メタクリロイ
ルオキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）エチル等の二官能（メタ）アクリレート類が挙げ
られる。
【００６０】
さらに、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、トリメチロールエタントリ
（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、トリメチロー
ルメタントリ（メタ）アクリレート等のメタクリレート及びこれらのメタクリレートに対
応するアクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ペンタエリス
リトールテトラアクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、ジ
ペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、グリセリントリ（メタ）アクリレー
ト、トリス（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレートトリ（メタ）アクリレート等の三
官能以上の（メタ）アクリレート類が挙げられる。
【００６１】
さらにまた、スチレン、ビニルトルエン、α－メチルスチレン、クロロスチレン、スチレ
ンスルホン酸及びその塩等のスチレン誘導体、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、ピバリ
ン酸ビニル、安息香酸ビニル、桂皮酸ビニル等のビニルエステル類等のビニル化合物が挙
げられ、アリル（メタ）アクリレート、ジビニルベンゼン、トリアリル（イソ）シアヌレ
ート、イソ（テレ）フタル酸ジアリル、イソシアヌル酸ジアリル、マレイン酸ジアリルト
リス（２－アクリロイルオキシエチレン）イソシアヌレート等のアリル化合物、マレイミ
ド、メチルマレイミド、エチルマレイミド、プロピルマレイミド、ブチルマレイミド、ヘ
キシルマレイミド、オクチルマレイミド、ドデシルマレイミド、ステアリルマレイミド、
フェニルマレイミド、シクロヘキシルマレイミド等のマレイミド類が挙げられる。
【００６２】
また、上述の（メタ）アクリル基、ビニル基等のラジカル重合性官能基を含むオリゴマー
、ポリマー等を用いることもできる。
【００６３】
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これらのラジカル重合性化合物は１種を用いても良いし、２種以上用いることもできる。
これらのラジカル重合性化合物の中もラジカル重合性の高さや入手の容易な点等から（メ
タ）アクリレート類、スチレン誘導体が好ましい。
【００６４】
　また、これらのラジカル重合性化合物には分子中にカルボキシル基、フェノール性水酸
基、スルホン酸基等のアルカリ可溶となる置換基を有する光重合性化合物も用いることが
できる。アルカリ可溶となる重合性化合物を用いる場合、これらを含む光重合性組成物を
、パターンを有するマスクを介して光照射し重合、硬化させた後、アルカリ現像により、
マスクされた部分の未重合の光重合性組成物が取り除かれ、パターンを形成することが可
能となる。
【００６５】
　また、重合性化合物中にキノンジアジド構造等を導入し光照射によってアルカリ可溶化
させるようなこともできる。
【００６６】
　さらに、これらの光重合性化合物に単官能、多官能チオール類を混合しエンーチオール
反応を生起させるような組成物とすることもできる。
【００６７】
（水素供与性化合物）
　本発明の光重合性組成物は、ベンゾフェノン骨格を有する化合物により、以下に示す重
合開始機構で重合が開始する。すなわち、ベンゾフェノン骨格を有する化合物が光照射に
より励起状態となる。すると、該励起分子が近傍の化合物から水素を引き抜き、水素を引
き抜かれた化合物上にラジカルが発生し、それがラジカル重合開始点となる。その結果、
ベンゾフェノン骨格を有する化合物は、光ラジカル重合開始剤としての働きを示す。すな
わち、ベンゾフェノン骨格を有する化合物とともに水素を引き抜かれうる化合物が存在し
ていれば、上記重合開始機構により重合が開始する。よって、例えば、本発明で用いるラ
ジカル重合性化合物から水素が引き抜かれれば、そこから重合が開始する可能性がある。
【００６８】
　一方で、本発明の光重合性組成物には、さらに水素が引き抜かれやすい水素供与性化合
物を共存させることもできる。その場合、光照射により励起したベンゾフェノン骨格を有
する化合物分子へ水素供与性化合物からの水素受け渡しがより円滑に行われ、重合がより
効率的に進行しうる。
【００６９】
　本発明で用いる水素供与性化合物は、光照射により励起したベンゾフェノン骨格を有す
る化合物分子に対して水素を円滑に供与しうる化合物であれば良い。
【００７０】
　そのような化合物としては、例えば、ジエチルアミン、ジフェニルアミン、トリエチル
アミン、トリブチルアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、Ｎ，Ｎ－ジエ
チルエタノールアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルメチルアミン、ジプロピルアミン、Ｎ，Ｎ－ジ
メチルアニリン、ｐ－ジエチルアミノ安息香酸エチル、ｐ－ジメチルアミノ安息香酸エチ
ル等のアミノ基を有する化合物、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロピル
アルコール、ブタノール、エチレングリコール、プロピレングリコール、ブタンジオール
、フェノール等の水酸基を有する化合物、テトラヒドロフラン、テトラヒドロピラン、ジ
オキサン、トリオキサン、ジエチレングリコール、ジプロピレングリコール、プロピレン
グリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート等
のエーテル結合を有する化合物、ブタンチオール、プロパンチオール、ヘキサンジチオー
ル、デカンジチオール、ｎ－ドデシルメルカプタン、ドデシル（４－メチルチオ）フェニ
ルエーテル、ベンゼンチオール、４－ジメチルメルカプトベンゼン、２－メルカプトエタ
ノール、１－メルカプト－２－プロパノール、３－メルカプト－２－ブタノール、３－メ
ルカプト－１，２－プロパンジオール、メルカプトフェノール等のメルカプト化合物、又
はそれらを酸化したジスルフィド類、チオグリコール酸ブチル、エチレングリコールビス
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チオグリコレート、エチレングリコールビスチオプロピオネート、ブタンジオールビス（
３－メルカプトイソブチレート）、１，４－ブタンジオールビスチオグリコレート、１，
４－ブタンジオールビスチオプロピオネート、β－メルカプトプロピオン酸オクチル、β
－メルカプトプロピオン酸メトキシブチル、トリスヒドロキシエチルトリスチオプロピオ
ネート、トリメチロールプロパントリス（３－メルカプトイソブチレート）、トリメチロ
ールプロパントリス（３－メルカプトブチレート）、トリメチロールプロパントリス（３
－メルカプトプロピオネート）、トリメチロールプロパントリス（β－チオプロピオネー
ト）、トリメチロールプロパントリスチオグリコレート、トリメチロールプロパントリス
チオプロピオネート、ペンタエリスリトールテトラキス（３－メルカプトプロピオネート
）、ペンタエリスリトールテトラキスチオグリコレート、ペンタエリスリトールテトラキ
スチオプロピオネート、チオグリコール酸、チオサリチル酸、チオリンゴ酸、メルカプト
酢酸、２－メルカプトエタンスルホン酸、２－メルカプトニコチン酸、２－メルカプトプ
ロピオン酸、３－メルカプトプロパンスルホン酸、３－メルカプトプロピオン酸、３－メ
ルカプト酪酸、４－メルカプトブタンスルホン酸、３－［Ｎ－（２－メルカプトエチル）
アミノ］プロピオン酸、３－［Ｎ－（２－メルカプトエチル）カルバモイル］プロピオン
酸、２－メルカプト－３－ピリジノール、２－メルカプトイミダゾール、２－メルカプト
エチルアミン、２－メルカプトベンゾイミダゾール、２－メルカプトベンゾチアゾール、
６－トリメルカプト－ｓ－トリアジン、Ｎ－（２－メルカプトプロピオニル）グリシン、
Ｎ－（３－メルカプトプロピオニル）アラニン、ジイソプロピルチオキサントン、ジエチ
ルチオキサントン、チオホスファイト類、トリメルカプトプロピオン酸トリス（２－ヒド
ロキシエチル）イソシアヌレート等のメルカプト基を有する化合物等が好適に用いられる
。
【００７１】
　水素の受け渡しのエネルギーが低いという点でアミノ基を有する化合物が特に好適に用
いられ、中でもＮ，Ｎ－ジメチル安息香酸エチル、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノ安息香酸エチ
ル等がさらに好ましく用いられる。
【００７２】
　本発明における水素供与性化合物を用いる場合の使用量は、通常本発明の光重合性組成
物中のラジカル重合性化合物に対して０．０１重量％以上５０重量％以下の範囲、好まし
くは０．１重量％以上２０重量％以下になるよう用いられる。
【００７３】
　（光ラジカル重合開始剤）
　本発明の光重合性組成物は、上記組成のままで光重合を行うことができるが、さらにベ
ンゾフェノン骨格を有する化合物及びアントラセン骨格を有する化合物以外の光ラジカル
重合開始剤を加えて用いることも可能である。
【００７４】
　その場合、ベンゾフェノン骨格を有する化合物と同様の水素引き抜き型の光ラジカル重
合開始剤を用いることもできるし、光を照射することにより化合物が分解しラジカルを発
生する分子内開裂型の光ラジカル重合開始剤を用いることもできる。
【００７５】
このような分子内開裂型の光ラジカル重合開始剤として、例えば、２，２－ジメトキシ－
１，２－ジフェニルエタン－１－オン（商品名「イルガキュア６５１」、ビー・エー・エ
ス・エフ社製、イルガキュアはビーエーエスエフ社の登録商標）等のベンジルメチルケタ
ール類、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン（商品名「イルガキュア１８４」
、ビー・エー・エス・エフ社製）、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン
－１－オン（商品名「ダロキュア１１７３」、ビー・エー・エス・エフ社製、ダロキュア
はビーエーエスエフ社の登録商標）、１－［４－（２－ヒドロキシエトキシ）－フェニル
］－２－ヒドロキシ－２－メチル－１－プロパン－１－オン（商品名「イルガキュア２９
５９」、ビー・エー・エス・エフ社製）、２－ヒドロキシ－１－｛４－［４－（２－ヒド
ロキシ－２－メチルプロピオニル）－ベンジル］フェニル｝－２－メチル－１－オン（商
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品名「イルガキュア１２７」、ビー・エー・エス・エフ社製）等のα－ヒドロキシアルキ
ルフェノン類、２－メチル－１－［４－（メチルチオ）フェニル］－２－モルフォリノプ
ロパン－１－オン（商品名「イルガキュア９０７」、ビー・エー・エス・エフ社製）、２
－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－ブタノン－１（
商品名「イルガキュア３６９」、ビー・エー・エス・エフ社製）等のα－アミノアセトフ
ェノン類、アセトフェノン、２－ヒドロキシ－２－フェニルアセトフェノン、２－エトキ
シ－２－フェニルアセトフェノン、２－メトキシ－２－フェニルアセトフェノン、２－イ
ソプロポキシ－２－フェニルアセトフェノン、２－イソブトキシ－２－フェニルアセトフ
ェノン等のアセトフェノン類、ベンジル、４，４’－ジメトキシベンジル等のベンジル類
、２－エチルアントラキノン、２－ｔ－ブチルアントラキノン等のアントラキノン類、ビ
ス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）－フェニルホスフィンオキサイド、２，４，６
－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイド等のホスフィンオキサイド類、
１，２－オクタンジオン１－［４－（フェニルチオ）－２－（ｏ－ベンゾイルオキシム）
］や１－［９－エチル－６－（２－メチルベンゾイル）－９Ｈ－カルバゾール－３－イル
］－１－（ｏ－アセチルオキシム）等の（ケト）オキシムエステル類等の他、チタノセン
類、ベンゾフェノン類、イミダゾール誘導体、ビスイミダゾール誘導体、Ｎ－アリールグ
リシン誘導体、有機アジド化合物、アルミナート錯体、有機過酸化物、Ｎ－アルコキシピ
リジニウム塩、チオキサントン誘導体等を挙げることができる。もちろん本発明の趣旨を
越えなければこれらの例に限定されるものではない。これらは単独でも用いられるし、２
種以上を併用しても良い。
【００７６】
光ラジカル重合開始剤を用いる場合の使用量は、本発明の光重合性組成物中のラジカル重
合性化合物に対して通常０．００１重量％以上、２０重量％以下の範囲で用いることがで
き、好ましくは０．０１重量％以上、１０重量％以下の範囲で用いられる。またこれらは
単独で用いることもできるし２種以上を併用しても良い。
【００７７】
（そのほかの成分）
また、本発明の光重合性組成物には必要に応じて溶媒を加えることもできる。用いる溶媒
は特に限定はないが、ヘキサン、ヘプタン、シクロヘキサン、デカリン等の炭化水素系化
合物、クロロホルム、四塩化炭素、ジクロロメタン等のハロゲン置換炭化水素、ベンゼン
、トルエン、キシレン等の芳香族系化合物、クロロベンゼン等のハロゲン置換芳香族、ジ
エチルエーテル、テトラヒドロフラン、テトラヒドロピラン、ジオキサン、プロピレング
リコールモノメトキシアセテート、ジグライム等のエーテル系化合物、アセトン、メチル
エチルケトン、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン等のケトン系化合物、酢酸エ
チル、酢酸ブチル等のエステル系化合物等が好適に用いられる。
【００７８】
さらに、本発明の光重合性組成物には、ラジカル重合に係る重合禁止剤、連鎖移動剤等を
配合することもできる。重合禁止剤としては、ハイドロキノン、メトキシハイドロキノン
、t－ブチルカテコール、ナフトハイドロキノン等のフェノール類、１－ナフトール、２
－ナフトール、４－メトキシ－１－ナフトール等のナフトール類、ベンゾキノン、ナフト
キノン、アントラキノン、ヒドロキシナフトキノン等のキノン類、２，２，６，６－テト
ラメチルピペリジニル－１－オキシル（ＴＥＭＰＯ）、４－ヒドロキシ－２，２，６，６
－テトラメチルピペリジニル－１－オキシル等が挙げられる。
【００７９】
　本発明の光重合性組成物には、さらに、本発明の効果を損なわない範囲で、顔料、染料
等の着色剤、有機又は無機の充填剤、レベリング剤、界面活性剤、消泡剤、増粘剤、難燃
剤、酸化防止剤、安定剤、滑剤、可塑剤、撥水剤等の各種樹脂添加剤を、通常の使用範囲
で配合することができる。
【００８０】
着色剤としては、黒色顔料、黄色顔料、赤色顔料、青色顔料、白色顔料等が挙げられる。
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黒色顔料としては、例えば、カーボンブラック、アセチレンブラック、ランプブラック、
アニリンブラック等が挙げられる。黄色顔料としては、例えば、黄鉛、亜鉛黄、カドミウ
ムイエロー、黄色酸化鉄、ミネラルファストイエロー、ニッケルチタンイエロー、ネーブ
ルスイエロー、ナフトールイエローＳ、ハンザイエローＧ、ハンザイエロー１０Ｇ、ベン
ジジンイエローＧ、ベンジジンイエローＧＲ、キノリンイエローレーキ、パーマネントイ
エローＮＣＧ、タートラジンレーキ等が挙げられる。赤色顔料としては、例えば、ベンガ
ラ、カドミウムレッド、鉛丹、硫化水銀カドミウム、パーマネントレッド４Ｒ、リソール
レッド、レーキレッドＤブリリアントカーミン６Ｂ、エオシンレーキ、ローダミンレーキ
Ｂ、アリザリンレーキ、ブリリアントカーミン３Ｂ等が挙げられる。青色顔料としては、
例えば、紺青、コバルトブルー、アルカリブルーレーキ、ビクトリアブルーレーキ、フタ
ロシアニンブルー、無金属フタロシアニンブルー、フタロシアニンブルー部分塩化物、フ
ァーストスカイブルー、インダスレンブルーＢＣ等が挙げられる。白色顔料としては、例
えば、亜鉛華、酸化チタン、アンチモン白、硫化亜鉛等が挙げられる。その他の顔料とし
ては、例えば、バライト粉、炭酸バリウム、クレー、シリカ、ホワイトカーボン、タルク
、アルミナホワイト等が挙げられる。
【００８１】
（光重合性組成物の重合、硬化）
本発明の光重合性組成物は、光照射することにより容易に重合、硬化させることができる
。また、本発明に係る光重合性組成物は種々の方法で重合、硬化させることが可能である
。例えば、適当な基材上に塗布したものや、該光重合性組成物をスペーサを配したガラス
板等にはさみこんだもの等に光を照射して塗膜やフィルム、シートを得ることができる。
また、光を透過するような型に該光重合性組成物を流しいれたもの等に光を照射すること
により重合、硬化した成型物が得られる。また、該光重合性組成物を塗布しその後適当な
パターンを有するマスクを介して光を照射することにより、パターンに応じた重合、硬化
を行うこともできる。さらには、インクジェットプリンターのノズルから吐出された光重
合性組成物に光を照射することにより基材上に塗布された組成物を重合、硬化させるもし
くは組成物を重合させながら立体物の成形を行うこともできる。
【００８２】
さらに、該光重合性組成物をフラスコ等の適当な反応器に仕込み必要に応じて撹拌を行い
ながら光照射することにより反応器内での光重合性化合物の光重合を行うことができる。
これら光照射による重合は不活性雰囲気下で行っても良いし、通常の大気下で実施しても
かまわない。例えば、本発明の光重合性組成物中にラジカル重合性化合物を含む場合不活
性雰囲気下で光る重合させることにより、発生するラジカルが酸素により消費されにくく
なり重合が効率的に進行する場合がある。
【００８３】
（光源）                    
本発明における光照射の際に用いられる光源としては、波長が３００～５００ｎｍの波長
の光を含む光源を使用することが好ましい。複数の波長成分を含む光源でもよいし、また
ＬＥＤやレーザ光を用いるもので所謂単色光を発する光源でも構わない。具体的には、高
圧水銀ランプ、超高圧水銀メタルハライドランプ、ガリウムドープドランプ、マイクロ波
励起方式ＵＶランプ（例えば、フュージョン（株）製のＨバルブ、Ｄバルブ、Ｖバルブ）
、３６５ｎｍ、３７５ｎｍ、３８５ｎｍ、３９５ｎｍ、４０５ｎｍ、４３６ｎｍ等の波長
の光を発するＬＥＤランプ又はレーザ光等が挙げられる。太陽光や白熱灯や蛍光灯等の照
明器具の光の使用も可能である。特に、３６５ｎｍ、３７５ｎｍ、３８５ｎｍ、３９５ｎ
ｍ、４０５ｎｍ、４３６ｎｍ等の波長の光を発するＬＥＤランプが好ましい。
【００８４】
（光重合性組成物の用途）
本発明に係る光重合性組成物は、光照射によって反応、重合、硬化させることができるコ
ーティング剤、塗料、インク、成型材等に用いることができる。具体的には金属や樹脂、
ガラス、紙、木材等の基材上に塗布する塗料、ハードコート剤、汚れ防止膜、反射防止膜
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、衝撃緩衝膜、オーバーコート剤等のコーティング剤や保護膜材料、光硬化型の接着剤、
粘着剤、光崩壊・分解型の塗料、塗膜、成型物、さらに、ホログラム材料等の光記録媒体
又は光記録媒体向け材料、光造形用樹脂、３Ｄプリンタ用インク（樹脂）、電子回路や半
導体製造用レジスト、液晶ディスプレイ、有機ＥＬディスプレイ等のディスプレイ向けカ
ラーフィルター用レジスト、ブラックマトリックス用レジスト、ドライフィルムレジスト
等の電子材料向けレジスト、層間絶縁膜、保護膜、光取り出し膜、封止剤、シール材、ス
クリーン印刷・オフセット印刷・グラビア印刷等の印刷用インク、インクジェットプリン
ター向けの光硬化型インク、レーザパタニング用組成物、レンズ、レンズアレイ、光導波
路、導光板、光拡散板、回折素子、光学用接着剤等の光学部材、ナノインプリンティング
用材料等の種々の用途への適用が可能である。本発明の光重合増感剤組成物及び光重合性
組成物は、その重合物、硬化物の着色が抑制されうることから特に、ＬＣＤや有機ＥＬデ
ィスプレイのような映像関連デバイスやタッチパネル、レンズ等光学素子に用いるＯＣＡ
（Ｏｐｔｉｃａｌｌｙ　Ｃｌｅａｒ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ）やＯＣＲ（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｃ
ｌｅａｒ　Ｒｅｓｉｎ）等をはじめとする接着剤、粘着剤、コーティング剤等に好適に用
いられる。
【実施例】
【００８５】
以下、本発明をより具体的に説明するためにいくつかの実施例を示す。ただし、本発明の
範囲はこれら実施例の範囲に限定されるものではない。
【００８６】
＜光ＤＳＣ測定＞
本実施例において、光ＤＳＣ測定は下記のようにして行った。ＤＳＣ測定装置は日立ハイ
テク社製ＸＤＳＣ－７０００を用い、それに光ＤＳＣ測定用ユニットを装着し光を照射し
ながらＤＳＣ測定ができるよう設えた。
【００８７】
光照射用の光源は、林時計工業社製ＬＡ－４１０ＵＶを用い、バンドパスフィルターで４
０５ｎｍ光又は３６５ｎｍ光を取り出してサンプルに照射できるようにした。光の照度は
５０ｍＷ／ｃｍ２、もしくは１０ｍＷ・ｃｍ２とした。光源の光はグラスファイバーを用
いてサンプル上部まで導けるようにし、光照射開始と同時にＤＳＣ測定ができるよう光源
のシャッターをトリガー制御できるようにした。
【００８８】
光ＤＳＣの測定は、サンプルを１ｍｇ程度測定用アルミパンの中に精秤し、ＤＳＣ測定部
に収めたのち光ＤＳＣユニットを装着した。その後測定部内を窒素雰囲気に保ち５分間静
置して、測定を開始した。測定は通常光を照射しながら１０分間継続した。一回目の測定
後、サンプルはそのままで再度同条件で測定を行い、一回目の測定結果から二回目の測定
結果を差し引いた値を該サンプルの測定結果とした。結果は特に断らない限り光照射後１
分間におけるサンプル１ｍｇあたりの総発熱量で比較した。測定条件によっては１分間で
光反応が完結しない場合もあるが光照射初期の反応挙動を比較するために１分間の総発熱
量で比較した。
【００８９】
光照射に伴ってサンプル（光重合性組成物）の重合が生じた場合、重合に伴う反応熱が生
ずるが光ＤＳＣではその反応熱を測定することができる。そのため、光ＤＳＣによって光
照射による重合進行の状況が測定できることになる。本実施例では光照射後1分間の総発
熱量を測定しているが、同一のラジカル重合性化合物を用いている限りにおいてはその値
を比較した場合値が大きいほど重合が効率的に進行していると考えることができる。
【００９０】
＜黄色度測定＞
本実施例等における黄色度は無色又は白色から色相が黄方向に離れる度合いを示すもので
ＪＩＳ　Ｋ７３７３に記載のあるとおりである。
【００９１】
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本実施例等においては、黄色度は次のようにして求めた。即ち、島津製作所社製分光光度
計ＵＶ－２６００を用い波長３８０ｎｍ～７８０ｎｍ範囲における硬化塗膜の透過スペク
トルを測定後、同じく島津製作所社製色相解析ソフト「カラー測定」ソフトウェアを用い
黄色度を算出した。
【００９２】
「実施例１」
アントラセン骨格を有する化合物として９，１０－ビス（ｎ－オクタノイルオキシ）アン
トラセン（化合物ＤＯＡ）を０．１重量部、ベンゾフェノン骨格を有する化合物としてベ
ンゾフェノン（ＢＰ）を０．５重量部、ラジカル重合性化合物として１００重量部のトリ
メチロールプロパントリアクリレート（ＴＭＰＴＡ）を室温で撹拌しながら固形分が消失
するまで混合し光重合性組成物を得た。当該光重合性化合物１ｍｇ程度を精秤し、測定用
アルミパンの中にいれ、波長４０５ｎｍの光を照度は５０ｍＷ／ｃｍ２の強度の光を照射
しながら該光重合性組成物の光ＤＳＣ測定を行ったところ、光照射開始から１分間の総発
熱量は６．２ｍＪ／ｍｇであった。その結果を表１に示した。
【００９３】
「実施例２～４」
ベンゾフェノン骨格を有する化合物として、実施例１のベンゾフェノンに代えて実施例２
では２－ベンゾイル安息香酸メチル（ＭＢＢ）を、実施例３では４－ベンゾイル４‘－メ
チルジフェニルスルフィド（ＢＭＳ）を、実施例４では４－フェニルベンゾフェノン（Ｐ
ＢＺ）を用いた以外は実施例１と同様にして、光ＤＳＣ測定を行った。その結果を表１に
示した。
【００９４】
「実施例５～８」
実施例５から８では、実施例１～４の組成物にそれぞれさらに「水素供与体」として０．
５重量部のＮ、Ｎ－ジメチルアミノ安息香酸エチル（ＤＭＡＥＢ）を加えて実施例１～４
と同様にして、光ＤＳＣ測定を行った。その結果を表１に示した。
【００９５】
「実施例９～１１」
実施例９～１１では、ラジカル重合性化合物として、実施例１～３のトリメチロールプロ
パントリアクリレート（ＴＭＰＴＡ）に代えて、ポリエチレングリコールジアクリレート
（Ａ-４００）を用いた以外は実施例１～３と同様にして、光ＤＳＣ測定を行った。その
結果を表１に示した。
【００９６】
「実施例１２」
実施例１２ではアントラセン骨格を有する化合物としてＤＯＡの代わりにＤＢＡ（アント
ラセン－９，１０－ジブチルエーテル）を用いた以外は実施例９と同様にして、光ＤＳＣ
測定を行った。その結果を表１に示した。
【００９７】
「実施例１３」
実施例１３では、ラジカル重合性化合物として、実施例１のトリメチロールプロパントリ
アクリレート（ＴＭＰＴＡ）に代えて、ポリプロピレングリコールジアクリレート（ＡＰ
Ｇ-４００）を用いた以外は実施例１と同様にして、光ＤＳＣ測定を行った。その結果を
表１に示した。
【００９８】
「実施例１４」
実施例１４では、アントラセン骨格を有する化合物として、実施例３の９，１０－ビス（
ｎ－オクタノイルオキシ）アントラセン（化合物ＤＯＡ）に代えて、９，１０－ビス（ア
セチルオキシ）アントラセン（化合物ＤＡＡ）を用いた以外は実施例３と同様にして、光
ＤＳＣ測定を行った。その結果を表１に示した。
【００９９】
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「実施例１５」
実施例１５では、実施例１４の組成物にさらに「水素供与体」として０．５重量部のＮ、
Ｎ－ジメチルアミノ安息香酸エチル（ＤＭＡＥＢ）を加えて実施例３と同様にして、光Ｄ
ＳＣ測定を行った。その結果を表１に示した。
【０１００】
「実施例１６」
実施例１６では、アントラセン骨格を有する化合物として、実施例３の９，１０－ビス（
ｎ－オクタノイルオキシ）アントラセン（化合物ＤＯＡ）に代えて、９，１０－ビス（イ
ソブチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン（化合物ＤＢＣＡ）を用いた以外は実施
例３と同様にして、光ＤＳＣ測定を行った。その結果を表１に示した。
【０１０１】
「実施例１７」
実施例１７では、実施例１６の組成物にさらに「水素供与体」として０．５重量部のＮ、
Ｎ－ジメチルアミノ安息香酸エチル（ＤＭＡＥＢ）を加えて実施例３と同様にして、光Ｄ
ＳＣ測定を行った。その結果を表１に示した。
【０１０２】
「実施例１８」
１００重量部のポリエチレングリコールジアクリレート（新中村化学工業株式会社製Ａ－
４００）に０．５重量部のベンゾフェノン、０．１重量部の９，１０－ビス（ｎ－オクタ
ノイルオキシ）アントラセン、及び０．５重量部のイルガキュア６５１（ＢＡＳＦ社製）
を加え室温で固形分が消失するまで撹拌し光重合性組成物を得た。
　これを光ＤＳＣによる測定を行ったところ光照射開始から１分間の総発熱量は２１１ｍ
Ｊ／ｍｇであった。この時の照射光波長は４０５ｎｍで、照度は１０ｍＷ／ｃｍ２とした
。
【０１０３】
「実施例１９」
実施例２において光ＤＳＣ測定時の照射光波長を３６５ｎｍとしたこと以外は実施例２と
同じ光重合性組成物に対し光ＤＳＣ測定を行ったところ光照射開始から１分間の総発熱量
は８５．９ｍＪ／ｍｇであった。
【０１０４】
「実施例２０」
実施例１で用いた光重合性組成物を厚さ０．５ｍｍのシリコーンスペーサを介したガラス
版の間に挟み込みその一方のガラス面から中心波長３９５ｎｍ、照度５０ｍＷ／ｃｍ２の
ＬＥＤ光を３分間照射した。組成物は光照射により硬化し、ガラスを取り去ることにより
該組成物が硬化したシートが得られた。このシートの黄色度は２．１であり、硬化物の黄
変は低いものであった。
【０１０５】
「比較例１～１１」
実施例１～１１においてアントラセン骨格を有する化合物を用いなかったこと以外は実施
例１～１１と同様に組成物を調合し、同様の条件で、光ＤＳＣ測定を行ったところ光照射
開始から１分間の総発熱量は表２に記した通りであった。
【０１０６】
「比較例１２、１３、１４」
実施例１３、１８、１９においてアントラセン骨格を有する化合物を用いなかったこと以
外は実施例１３、１８、１９と同様に組成物を調合し、同様の条件で、光ＤＳＣ測定を行
ったところ光照射開始から１分間の総発熱量は表２に記した通りであった。
【０１０７】
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【表１】

 
【０１０８】
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【表２】

 
【０１０９】
実施例１～４と比較例１～４を比べることにより明らかなように、アントラセン骨格を有
する化合物を添加することにより、１分間の総発熱量が比較例に比べてすべての例におい
て増加しており、光照射による重合が促進されていることがわかる。その傾向は、水素供
与性化合物を添加した実施例５～８と比較例５～８を比較しても明らかである。さらに、
ラジカル重合性化合物を変更した実施例９～１１、および実施例１３と比較例９～１２を
比較しても同様に明らかである。また、実施例１２と比較例９、実施例１４、１６と比較
例３、実施例１５、１７と比較例７と比べることにより明らかなように、アントラセン骨
格を有する化合物として９，１０－ビス（ｎ－オクタノイルオキシ）アントラセン（化合
物ＤＯＡ）に代えて、アントラセン－９，１０－ジブチルエーテル（化合物ＤＢＡ）、９
，１０－ビス（アセチルオキシ）アントラセン（化合物ＤＡＡ）や９，１０－ビス（イソ
ブチルオキシカルボニルオキシ）アントラセン（化合物ＤＢＣＡ）を用いた場合でも光照
射による重合が促進されていることがわかる。
【０１１０】
このアントラセン骨格を有する化合物を添加したことによる重合促進効果は、照射波長を
３６５ｎｍに変更した実施例１９と比較例１４の場合でも明らかである。また、イルガキ
ュア６５１の様なラジカル重合開始剤をさらに添加した例である実施例１８、比較例１３
の場合でも明らかである。
【０１１１】
これらの結果から、特定のアントラセン骨格を有する化合物がベンゾフェノン又はベンゾ
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増幅、増感しているものと考えることができる。
 

 



(27) JP 6686336 B2 2020.4.22

10

フロントページの続き

(72)発明者  山田　暁彦
            神奈川県川崎市川崎区千鳥町１番２号　川崎化成工業株式会社内

    審査官  松元　洋

(56)参考文献  特開平０４－１９５０４３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－３１４５７０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－０８１１１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－１１４３５９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｃ０８Ｆ　　　２／００　　－　　２／６０
              ＣＡｐｌｕｓ／ＲＥＧＩＳＴＲＹ（ＳＴＮ）
              　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

